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１．はじめに

　石炭灰原粉を比較的大量に使用した湿式吹付けコンクリートのモデル吹付け試験の結果を報告する。前報
1)では初期強度がやや低いものの、ベースコンクリートと吹付け後の強度比が大きいこと、跳ね返りの少な

いことを示した。この特徴を活かし、実用化を進めるために、フレッシュ時や吹付け後の特性をまとめた。

２．試験概要

吹付けを行う試験体は写真１のコンクリートパネル

を用い、５体のＬ型擁壁の間に４体固定して１日４回

の試験を行った。吹付機は空気搬送式(AL285)を使用

し、ノズルは水平移動と鉛直面の回転が可能な架台に

固定した。表１に配合と使用材料を示す。コンクリー

トは生コン工場で製造し、試験場まで約 20 分で運搬

した。目標スランプは粉体量 360kgの配合が 10～15cm、

520kg の配合が 20cm 以上とした。石炭灰原粉は産地

の異なる２種類を使用し、製造時にミキサーに手投入

した。吹付けはパネル下部を除いた全面に厚さ 30cm

を目標として 0.4～0.5m3 を２層に分けて実施し、パ

ネルは翌日移設した。試験項目を表２に示す。

３．試験結果

図１にスランプの経時変化を示す。粉体量 360kg 配

合では試験場への到着から 60 分の経過で 5cm 程度低

下した。石炭灰を大量に使用してもスランプダウンが

大きくなることはなく、製造時 12cm 程度で設計すれ

ばよい。520kg の配合は低下が 1cm とスランプ維持

性能は良好で、５配合すべて問題なく施工できた。

単位
W/B(C/W)

s/a
% W C

A 0.60(1.67) 62.0 216 360

B 0.57(0.88) 61.4 205 180

C 0.57(1.23) 61.9 205 252

D 0.46(1.08) 54.7 240 260

E 0.64(1.10) 60.1 230 252

セメント：普通ポルトランドセメント　比重
細骨材：尻内産山砂、比重 2.62　　粗骨材：
石炭灰：MS 三隅産　比重 2.30　 MZ 水島産　比重 2.10　　急結材：ｶﾙｼｳﾑｱﾙﾐﾈｰﾄ系(目標添加量 28.8kg/m3一定)

試験名

ベ スランプ

｜ 空気量

ス 圧縮強度

吹 プルアウト

付 コア圧縮強

後 跳ね返り率
細孔径計測

Ｕ型コンクリートパネル
　　H:2.0m
　　W:1.0m
　　D:0.4m

Ｌ型擁壁　H:2.5m

コンクリートパネル
固定用治具

コンクリートパネル
設置用架台

吹付けコンクリート
落下防止丸鋼
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表１　配合と使用材料

量 kg/m3 空気量 石炭灰 試験場到着時

CA S G ％ 種類 スランプ 空気量 Co 温度

－ 1056 667 2 － 15.0 1.8 31.5

180 1029 667 2 MS 8.0 1.6 28.0

108 1051 667 2 MS 11.5 1.5 27.0

260 780 667 2 MS 20.0 0.7 26.5

108 974 667 2 MZ 11.5 1.4 32.0

3.16
新治産砕石、比重 2.70、最大寸法 15mm
表２　試験項目

方法

JIS A 1101

JIS A 1128

JIS A 1108

強度 JHS 701,702

度 JHS 703,JIS A 1107

付着重量と跳返重量の実測
水銀圧入法
写真１　吹付け試験体



図２にベースコンクリート、図３に吹付け後の強度を示す。

石炭灰を使用した配合のベースコンクリートはセメントのみの

配合Ａに比べて強度の伸びが大きい。吹付け後 24 時間の強度は

7～９N/mm2 の範囲であったが、材齢４週強度は配合 D を除い

て低い値であった。これは吹付け時および吹付け後の養生期間

のコンクリート温度が高いことにより、急結材の反応が急速に

進んだことが原因と考えられる。石炭灰はこのような条件にお

いて強度の低下を抑制する効果があると思われる。

図４に材齢４週における吹付け後とベースコンクリートの強

度比を示す。配合Ａの 0.4 に対し石炭灰を使用した場合は 0.6～

0.8 であった。前報の温度の低い場合がそれぞれ 0.7,1.0～1.5 で

あることから、吹付け後の必要強度に対してベースコンクリー

トの強度を低く設定することできる。

表３と図５に細孔径試験の結果を示す。石炭灰を用いること

により総粉体量の同じ配合Ａと配合Ｂ,Ｅでは 0.08μm 付近の細

孔量が減少し、0.02μｍ付近が増加しており、組織が緻密化し

ていることがわかる。石炭灰使用量の多い配合Ｄではこの傾向

がさらに顕著である。

表３に示す跳ね返り率では配合Ａに対して石炭灰使用配合が 4

～7％少なくなっており、良好な付着性を示している。

４．まとめ

石炭灰原粉を比較的大量に使用した吹付けコンクリートはス

ランプの維持が良く、施工上問題はない。吹付け後の強度も通

常コンクリートと同等以上にすることが可能である。また、

跳ね返り量が少なく、コンクリートの組織が緻密になることがわかっ

４週程度までの材齢では、石炭灰原粉はベースコンクリートの強

との強度比は通常の場合より高く、吹付け後の強度の伸びが大きいこ

実施工で石炭灰原粉を使用していくためにはこの特徴を活かし、

低く設定する、吹付け後の設計強度の材齢を長くとるなどの施策が重

コンクリートに与える影響や安定した品質のコンクリート製造方法の
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表３　跳ね返り率と平均細孔径
跳ね返り率 ％ 平均細孔径 μm

A 23 0.0288

B 16 0.0210

C 18 -

D 18 0.0190

E 19 0.0219
図１　スランプの経時変化(製造時起算)　図２　ベースコンクリートの強度　　　図３　吹付け後の強度
図４　吹付け後とベースコンの強度比
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